
誤 差 

誤差 ＝ 測定値 － 真値 

・真値は神様だけが知っている。 

誤差を評価する方法が各国、各分野ばらばらであり、 

統一する必要があった。 

 
国際度量衡委員会（CIPM）やISOは不確かさという 

概念を取り入れその評価方法を示した。 

（ISO/TAG4 → GUM） 

・ばらつきの程度を表す意味が薄い。 測定値 

真値？ 
誤差？ 
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不確かさ 

不確かさとは「測定結果に付随した測定量に合理的 

に結びつけられうる値のばらつきを特徴づけられる 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」 

（国際基本用語集：VIMによる) 

 

大雑把にいえば、不確かさといえば「測定値のばら 

つきの程度を表すもの」 

（真の値を議論するものではない） 
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測 定 

不確かさ＝測定値のばらつきの大きさ 

頻度 

測定結果 

1-29 



真値 

測定値の信頼性 

国立研究所 

測定値の信頼性は 

はﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨと 

と不確かさで得ら 

れる。 

参照標準 

国の標準 

ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ 

不確かさ 校正機関 

測定器のﾕｰｻﾞｰ 

作業用標準 

測定器 
測定値 

確度の 

下限 

確度の 

上限 
誤差 
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不確かさとは何か 

 

測定値のバラツキを示すもの 

 

 ﾀｲﾌﾟA の評価 

   統計的手法で評価する 

   推定標準偏差で不確かさを表す 

 

 ﾀｲﾌﾟB の評価 

   統計的手法以外の方法で評価する 

   標準偏差に相当するのもで不確かさ 

   を表す 
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校正方法 標準器 計測器測定する環境 

不確かさ評価のフロー 

不確かさの要因の列挙 

ﾀｲﾌﾟA：uCA 

Ｕ＝kuC 

製品評価技術基盤機構ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

http://www.iajapan.nite.go.jp/jcss/docs/index.html  
測定の不確かさに関する入門ｶﾞｲﾄﾞ 

  校正の不確かさに関する表現 

95%信頼水準(k=2) 

不確かさ成分の見積り 

合成標準不確かさの計算 

拡張不確かさの計算 

不確かさ評価の文書化 

ﾀｲﾌﾟB：uCB 

K＝2 

K＝1 

uC＝  u２
CＡ＋ u２

CＢ 
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・標準器の不確かさ 

・標準器の長期安定度 

・標準器への環境条件の変化 

・校正方法 

・校正用機器への環境条件の変化 

・校正用機器へ読み取り分解能 

・校正用機器の不安定さ 

・校正用機器の非直線性 

・ｹｰﾌﾞﾙ接続の不安定さ 

・熱起電力 

・被校正器のﾊﾞﾗﾂｷ 

・被校正器への環境条件の変化 

・被校正器の設定の再現性 

・EMC,ｺﾓﾝﾓｰﾄﾞﾉｲｽﾞ 

・その他 

不確かさの抽出 

不確かさの発生元 

標準機器 

被校正器 

不確かさの要因 

校
正
理
論 

環境条件 

校
正
シ
ス
テ
ム 

上
位
校
正
機
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不確かさの算出 (1/2) 

① ﾀｲﾌﾟAの評価 

 測定回数をn回としたときの例 

・ 平均値 

・実験標準偏差 

・標準不確かさ 

・ﾀｲﾌﾟAの合成標準不確かさ 

s(qk) = 

 

（qk-q）2 
n-1 

1 
Σ 
K=1 

ｎ 

1 
n Σ 

K=1 

ｎ 

qk
 

q = 

u(q) =  n(n-1) 
1 

Σ 
K=1 

ｎ 

（qk-q）2 
n 

 

s(qk)  

 
 =  

 

u1
2+u2

2+・・・+un
2 uA =
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② ﾀｲﾌﾟBの評価 

 文献等の値を利用したときの例 

・一様分布 

(矩形分布) 

・三角分布 

・正規分布 

・ﾀｲﾌﾟBの合成標準不確かさ u1
2+u2

2+・・・+un
2 uB =

 

-a  3 

a 
u = 

+a  

-a  +a  6 

a 
u = 

-a  +a  2 

a 
u = 

（信頼水準が書いて 

  いないｶﾀﾛｸﾞ値等） 

（文献でﾊﾞﾗﾂｷが 

 標準偏差で与え 

 られているもの） 

不確かさの算出 (2/2) 
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